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【
学
校
紹
介
】

　

1
9
6
3
年
に
創
立
さ

れ
普
通
科
と
国
際
文
化
科

の
2
科
を
設
置
す
る
全
日

制
の
高
等
学
校
で
す
。
3

学
年
25
ク
ラ
ス
で
、
現
在

の
生
徒
数
は
男
子
3
2
6

名
、
女
子
6
4
9
名
の
計

9
7
5
名
で
す
。
国
際
文

化
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
海
外
の
2
校

と
姉
妹
校（
全
北
外
国
語
高
校（
韓
国
）、L
J
B
C（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
））と
な
り
、頻
繁
に
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
文
化
科
は
英
語
4
技
能
を
鍛
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
お
り
、
第
2
外
国
語
（
中
国
語
・
韓
国
、
朝
鮮
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
選
択
）
が
あ
る

の
が
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
科
は
2
年
次
か
ら
理
系
と

文
系
に
分
か
れ
て
学
習
し
、
難
関

大
学
進
学
や
幅
広
い
進
路
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

進
路
に
つ
い
て
は
97
％
の
生
徒

が
進
学
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
は

17
の
運
動
部
、
12
の
文
化
部
が
あ

り
7
割
の
生
徒
が
い
ず
れ
か
の
部

活
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
的
で
明
る
く
元
気
な
生
徒

が
多
く
、
花
高
祭
体
育
の
部
（
体

育
祭
）・
文
化
の
部
（
文
化
祭
）
は

非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
体
育

の
部
は
学
年
縦
割
り
の
4
団
対
抗

で
、
団
長
を
初
め
と
す
る
団
役
員

に
は
複
数
の
生
徒
が
立
候
補
し
団

員
の
選
挙
で
団
役
員
を
決
め
て
い

ま
す
。
文
化
の
部
は
土
日
開
催
を
し
て
お
り
、
2
日
間
で

3
0
0
0
人
を
超
え
る
来
校
者
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
劇
、
展

示
、
模
擬
店
、
有
志
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

生
徒
の
学
校
満
足
度
も
高
く
、
学
校
教
育
自
己
診
断
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
生
徒
・
保
護
者
の
94
％
が
花
園
高
校
に
入
学

し
て
よ
か
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
、
生
徒
、
保
護
者
の
満
足
度
が
高
い
学
校
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
生
徒
会
活
動
】

　
「
生
徒
主
体
の
生
徒
会
活
動
」
を
め
ざ
し
て
、
執
行
部

の
活
動
や
各
行
事
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
大
行
事

の
花
高
祭
「
体
育
の
部
」
と
「
文
化
の
部
」
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
体
育
委
員
会
、
文
化
委
員
会
を
中
心
に
生
徒
主
体
の

行
事
運
営
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
で
は
、
年
2
回
あ
る
遅
刻
防
止
週
間
に

執
行
部
が
校
門
、
裏
門
に
分
か
れ
て
挨
拶
運
動
を
し
て
遅

刻
防
止
と
元
気
な
挨
拶
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
動
と
同
好
会
に
協
力
を
依
頼
し
て
学
校
説
明
会
の
運

営
補
助
や
前
日
の
学
校
内
を
清

掃
す
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
日
照
時
間
が
短
く
な
る

12
月
、
1
月
に
「
花
高
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
と
題
し
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
本
館
前
の
生
垣

と
木
飾
り
、
受
験
勉
強
や
部
活

動
等
で
下
校
す
る
生
徒
の
気
持

ち
を
明
る
く
照
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
年
末
の
2
月
に
は
「
花
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
題
し
た
球

技
大
会
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
を
実
施
し
、
ク
ラ
ス
で
の
最

後
の
行
事
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
2
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
の
が
、
近
隣
の
2

つ
の
高
校
の
生
徒
会
執
行
部
と
意
見
交
換
を
す
る
「
は
ひ

ふ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。
参
加
校
で
交
流
し
、
普
段
当
た
り

前
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
他
校
で
は
違
う
と
い
う
こ
と
に

刺
激
を
も
ら
い
、
よ
り
よ
い
生
徒
会
活
動
に
な
る
よ
う
に

意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

【
P
T
A
活
動
】

　

本
校
は
役
員
28
名
と
実
行
委
員（
各
ク
ラ
ス
よ
り
2
名
）

で
結
成
さ
れ
、
広
報
委
員
会
、
行
事
委
員
会
、
国
際
交
流

委
員
会
、
企
画
委
員
会
の
4
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

花
高
祭
・
体
育
の
部
で
は
給
水
活
動
を
!
花
高
祭
・
文

化
の
部
で
は
バ
ザ
ー
会
場
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
！
み
ん

な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

学
校
の
た
め
に
と
、
様
々
な
学

校
行
事
に
参
加
し
、
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
同
士
の
仲
を
深
め
る
た

め
に
、
ラ
ン
チ
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
ど
ん
な
活
動
に
も
で
き

る
範
囲
で
、
無
理
の
な
い
参
加

に
し
よ
う
と
、
安
心
し
て
活
動

で
き
る
雰
囲
気
作
り
を
め
ざ
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

85

花
園
高
等
学
校

は
な

　ぞ
の

花
園
高
等
学
校

は
な

　ぞ
の

86
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○　近高Ｐ連兵庫大会
○　広報紙コンクール
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【
学
校
・
P
T
A
紹
介
】

　

茨
木
高
等
学
校
は

明
治
28
年
に
開
校
し
、

令
和
7
年（
2
0
2
5

年
）
に
創
立
1
3
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。

豊
か
な
感
性
と
幅
広

い
教
養
を
育
み
、
社

会
貢
献
を
志
す
人
物

の
育
成
を
め
ざ
し
、

多
彩
な
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
P
T
A
は
保

護
者
代
表
18
名
と
学

校
代
表
8
名
、
計
26

名
の
実
行
委
員
が
運

営
し
、「
学
年
委
員
会
・

文
化
委
員
会
・
広
報

委
員
会
」
が
主
体
と

な
り
生
徒
の
学
び
や

学
校
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
文

化
祭
で
は
「
文
化
祭

実
行
委
員
会
」
を
発

足
し
、
P
T
A
ブ
ー

ス
の
企
画
・
運
営
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

【
P
T
A
活
動
】

1
、
学
年
委
員
会

　

担
任
の
先
生
方
と

連
携
し
、
学
年
総
会

や
学
級
懇
談
会
の
司

会
・
学
校
行
事
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

2
、
文
化
委
員
会

　

社
会
見
学
と
文
化

講
演
会
を
企
画
・
運

営
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
社
会
見

学
で
宝
塚
歌
劇
の
観

劇
を
企
画
し
、
校
長

先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
計
80
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
観
劇
の
前

に
は
懇
親
会
を
開
き
、

子
ど
も
の
学
校
で
の

様
子
や
ク
ラ
ブ
活
動

に
関
す
る
情
報
等
を

保
護
者
同
士
で
共
有

す
る
こ
と
で
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

文
化
講
演
会
で
は
、

落
語
家
・
林
家
染
左

師
匠
を
招
き
、「
上
方

落
語
を
楽
し
も
う
～

茨
高
寄
席
～
」
と
い

う
講
演
を
開
催
し
ま

し
た
。
受
験
勉
強
や

キ
ャ
リ
ア
を
交
え
た

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

講
演
は
、
参
加
し
た

保
護
者
に
も
大
好
評

で
し
た
。

3
、
広
報
委
員
会

　

学
校
生
活
の
魅
力

や
生
徒
の
活
躍
を
伝

え
る
た
め
、
年
3
回

広
報
誌
「
い
ば
ら
き
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
が
普
段
は
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
や
行
事
の

様
子
を
記
事
に
し
、

学
校
生
活
の
楽
し
さ

や
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
共
有
し
、
学
校

と
保
護
者
の
更
な
る

信
頼
と
連
携
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

4
、
文
化
祭
へ
の
参
加

　

昨
年
度
は
P
T
A

ブ
ー
ス
に
て
体
育
祭

の
衣
装
展
示
や
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
と
、

校
章
入
り
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売

し
早
い
時
間
に
完
売

す
る
な
ど
大
盛
況
で

し
た
。
ま
た
、「
茨
高

マ
ニ
ア
度
診
断
」
と

い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

成
し
来
場
者
に
Q
R

コ
ー
ド
付
き
カ
ー
ド

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

本
校
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
、
正

解
数
に
応
じ
て
マ
ニ

ア
ッ
ク
度
を
判
定
で

き
る
と
い
う
内
容
で

多
く
の
方
に
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
、�

妙
見
夜
行
登
山

で
の
活
動

　

大
正
14
年
に
始

ま
っ
た
茨
木
高
校
の

伝
統
行
事
「
妙
見
夜

行
登
山
」
は
、
生
徒

が
学
校
か
ら
妙
見
山

山
頂
ま
で
往
復
約

50
km
を
徹
夜
で
歩
く

行
事
で
す
。
毎
年
約

2
0
0
名
の
生
徒
が

参
加
し
、
P
T
A
代

表
者
は
山
頂
近
く
の

小
学
校
で
豚
汁
を
調

理
し
、
生
徒
た
ち
に

振
る
舞
い
ま
す
。
寒

い
野
外
で
の
徹
夜
の

作
業
は
大
変
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
挑
戦

す
る
姿
と
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
心

温
ま
る
活
動
で
す
。

【
最
後
に
】

　

生
徒
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
存
分
に
発

揮
で
き
る
学
校
環
境

の
中
で
、
私
た
ち

P
T
A
も
「
で
き
る

人
が
、
で
き
る
こ
と

を
」
の
モ
ッ
ト
ー
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
良
き
伝
統
を
守

り
な
が
ら
、
新
し
い

時
代
の
変
化
を
受
け

入
れ
つ
つ
、
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
学
校
に
つ
い
て
】

　

大
阪
府
教
育
セ
ン

タ
ー
附
属
高
等
学
校

は
、府
教
育
セ
ン
タ
ー

の
研
究
・
研
修
機
能

と
連
携
し
、
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
を

実
践
す
る
こ
と
で
、

大
阪
の
教
育
課
題
を

踏
ま
え
た
実
践
・
研

究
を
推
進
し
、
教
員

の
指
導
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
府
内

全
体
の
教
育
の
充
実

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
、
大

阪
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
を
目
的
と
し
、

大
阪
の
教
育
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
「
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
本
校
の
理
念

は
、〈
大
阪
の
教
育
を

先
導
す
る
学
校
〉〈
生

徒
の
夢
や
志
を
は
ぐ

く
む
教
育
〉〈
学
力
向

上
を
促
進
す
る
質
の

高
い
授
業
〉〈
充
実
し

た
教
育
環
境
の
構
築
〉

の
4
つ
で
す
。
そ
の

理
念
の
も
と
、
生
徒

の
興
味
や
適
性
に
応

じ
た
進
路
実
現
を
支

援
す
る
た
め
、
各
学

年
の
総
単
位
数
を
31

単
位
に
設
定
し
、
少

人
数
・
習
熟
度
別
授

業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
教
育
課
程
特
例

校
と
し
て
、「
探
究
ナ

ビ
」
を
設
け
、
人
文
・

社
会
・
自
然
を
融
合

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
知
識
・
技
能
の
活

用
力
や
課
題
探
究
力

を
養
い
、
生
徒
の
進

路
実
現
を
支
援
し
て

い
ま
す
。 

【
P
T
A
の
組
織
再
編

に
つ
い
て
】 

　

本
校
P
T
A
は
、

「
で
き
る
人
が
、
で
き

る
と
き
に
、
で
き
る

こ
と
を
」を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
か
ら
新

た
な
組
織
体
制
を
導

入
し
、こ
の
モ
ッ
ト
ー

の
実
現
を
よ
り
確
実

な
も
の
と
し
ま
し
た
。

P
T
A
活
動
の
見
直

し
や
運
営
機
関
の
整

理
を
行
っ
た
こ
と
で
、

年
度
ご
と
に
実
行
委

員
の
人
数
が
変
動
し

て
も
、
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
業
務
を

分
担
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

活
動
を
継
続
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

【
P
T
A
の
活
動
内
容
】 

　

本
校
P
T
A
の
主

な
活
動
と
し
て
、
ま

ず
6
月
の
体
育
大
会

で
は
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
ド
リ
ン
ク
配
布
用

の
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

生
徒
に
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
や
麦
茶
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
9

月
の
文
化
祭
で
は
、

大
阪
府
立
高
校
で
初

め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
し
、

金
融
教
育
の
一
環
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

研
究
集
会

「
事
例
発
表
」

大
阪
府
立
茨い

ば
ら
き木

高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

研
究
集
会

「
事
例
発
表
」

～
新
た
な
学
び
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
～

大
阪
府
教き

ょ
う
い
く育

セ
ン
タ
ー

	

附ふ

ぞ

く属
高
等
学
校

　

令
和
6
年
5
月
20
日
付
に
て
提
出
い
た
し
ま
し
た

　

令
和
7
年
度
「
教
育
予
算
に
係
わ
る
要
望
書
」

の
回
答
に
つ
き
ま
し
て
令
和
6
年
12
月
に
各
校
へ

「
教
育
庁
か
ら
の
回
答
」
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
、�
個
性
を
伸
ば
す
高
校
教
育
の
充
実
に
関
す
る

事
項

二
、
学
校
管
理
運
営
費
に
関
す
る
事
項

三
、
施
設
・
設
備
に
関
す
る
事
項

四
、
進
路
指
導
に
関
す
る
事
項

五
、
P
T
A
活
動
、
そ
の
他
に
関
す
る
事
項

右
記
5
項
目
の
回
答
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和 7年 2月 7日（金）　　ホテルアウィーナ大阪

（要望書について）

←



（3）  令和 7 年 5 月 1 日	 ら し ん ば ん 	 （第89号）

大阪府立高等学校ＰＴＡ協議会ＰＴＡ研究集会（事例発表）

【
学
校
紹
介
】

　

本
校
は
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
、
堺
市

の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
程
近
い
全
日
制

普
通
科
の
公
立
高
校

で
す
。
4
コ
ー
ス
（
理

系
、
文
系
ア
ド
バ
ン

ス
、
文
系
キ
ャ
リ
ア
、

看
護
医
療
専
門
）
を

2
年
次
よ
り
設
置
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

サ
ー
ビ
ス
「
ス
タ
デ
ィ

サ
プ
リ
」
導
入
や
「
ひ

が
も
塾
」
開
設
で
自

主
的
学
習
を
促
し
て

い
ま
す
。
ま
た
探
究

発
表
会
を
実
施
し
、

主
体
的
に
考
察
し
、

発
表
力
を
育
む
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
東
百
舌
鳥
高
校

P
T
A
の
組
織
】

　

今
年
度
、
本
校

P
T
A
は
実
行
委
員

会
（
会
長
等
15
名
）

と
学
級
委
員
会
（
各

組
2
名
）
で
構
成
し
、

年
間
5
回
の
会
議
開

催
と
と
も
に
、
各
種

委
員
会
（
総
務
広
報
、

進
路
指
導
、
厚
生
保

健
）
で
の
校
内
行
事

参
加
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

【
学
校
見
学
会
　

7
月
】

　

本
校
で
は
、
P
T
A

会
員
向
け
に
毎
年
大

学
見
学
会
バ
ス
ツ

ア
ー
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
行
先
は
摂

南
と
大
阪
経
済
の
2

大
学
で
し
た
。

　

摂
南
大
学
で
は
、

ゼ
ミ
等
、
総
合
大
学

で
の
少
人
数
制
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
魅
力
的
で
し

た
。
学
生
さ
ん
か
ら

大
学
で
の
日
常
等
の

お
話
し
が
あ
り
、
大

学
生
活
の
充
実
度
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

大
学
内
食
堂
で
は
、

学
生
さ
ん
と
机
を
並

べ
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
の
ラ
ン
チ
を
食
べ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

　

施
設
見
学
で
は
、

理
工
学
部
の
機
械
加

工
を
扱
う
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
を
間
近
で
見

学
し
、
学
習
環
境
の

整
備
充
実
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

大
阪
経
済
大
学
で

は
、
単
科
大
学
の
良

さ
の
他
、
企
業
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多

く
、
就
職
に
強
い
大

学
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。 

　

学
生
さ
ん
の
私
達

の
質
問
へ
の
完
璧
な

対
応
力
に
、
人
間
力

を
高
め
ら
れ
る
大
学

で
あ
る
と
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
生
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
、
快
適

な
環
境
を
見
学
で
き
、

学
校
側
と
学
生
が
密

接
な
関
係
に
あ
る
と

好
印
象
で
し
た
。  

【
文
化
祭
　

9
月
】

　

今
年
度
文
化
祭
企

画
は
千
本
引
き
と
飲

料
販
売
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　

千
本
引
き
に
は
、

議
論
の
末
、
子
ど
も

た
ち
が
喜
ぶ
駄
菓
子

中
心
の
景
品
を
吊
る

し
ま
し
た
。
出
費
削

減
の
為
、
千
本
引
き

の
枠
を
D
I
Y
で
手

作
り
し
ま
し
た
。
準

備
時
に
、
枠
を
作
り

直
す
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
ま
し
た
が
、

楽
し
く
準
備
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
お
昼
過

ぎ
に
は
完
売
と
な
り
、

大
好
評
で
し
た
。
景

品
に
先
生
の
ブ
ロ
マ

イ
ド
を
当
た
り
付
き

で
入
れ
る
等
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
用
意
し
、

子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
飲
料
は
凍

ら
せ
て
飲
む
タ
イ
プ

も
準
備
す
る
等
工
夫

し
ま
し
た
。

【
社
会
見
学
会
　
10
月
】

　

今
年
度
は
、
兵
庫

県
淡
路
島
へ
の
日
帰

り
バ
ス
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
国
営

明
石
海
峡
公
園
に
て

お
花
畑
を
観
賞
し
ま

し
た
。
雨
天
の
為
入

園
者
が
少
な
く
、
ほ

ぼ
貸
切
り
状
態
で
散

策
で
き
ま
し
た
。
昼

食
は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
淡
路

内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て

ブ
ッ
フ
ェ
バ
イ
キ
ン

グ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

談
笑
し
有
意
義
な
時

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
」
内
で

パ
ン
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
5
～
6
名

ず
つ
テ
ー
ブ
ル
に
付

き
、
講
師
か
ら
生
地

形
成
の
コ
ツ
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
パ

ン
は
焼
き
上
が
る
と

膨
ら
む
の
で
、
大
き

さ
を
考
え
つ
つ
コ
ア

ラ
な
ど
好
き
な
形
に

形
成
し
、
焼
き
上
が

り
を
名
産
品
等
の
買

い
物
を
し
て
待
ち
ま

し
た
。
焼
き
た
て
の

パ
ン
は
香
ば
し
い
良

い
香
り
が
し
ま
し
た
。

お
互
い
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

し
て
も
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
を
実
施
し

ま
し
た
。
P
T
A
で

は
、
こ
の
文
化
祭
に

お
い
て
水
餃
子
の
模

擬
店
を
出
店
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
の
2
学

期
終
業
式
後
に
は
、

部
活
動
生
を
中
心
と

し
た
校
内
の
大
掃
除

が
行
わ
れ
ま
す
。

P
T
A
で
は
、
清
掃

に
協
力
し
て
く
れ
た

生
徒
た
ち
を
労
う
た

め
、
温
か
い
豚
汁
を

振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
広
報
誌
の

作
成
や
P
T
A
近
畿

大
会
・
全
国
大
会
へ

の
参
加
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

　

組
織
体
制
を
見
直

し
た
こ
と
で
、
負
担

を
分
散
し
、「
で
き
る

人
が
、
で
き
る
と
き

に
、
で
き
る
こ
と
を
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の

実
現
が
よ
り
明
確
な

共
通
テ
ー
マ
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、

P
T
A
実
行
委
員
へ

の
加
入
を
促
す
と
と

も
に
、
行
事
ご
と
の

有
志
参
加
者
を
募
る

な
ど
、
実
行
委
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
た

工
夫
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
生
徒

の
教
育
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
先
生

方
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
私
た
ち
自
身

も
生
徒
の
成
長
を「
発

見
」
し
、
よ
り
良
い

P
T
A
活
動
を
「
探

究
」
し
、
全
員
の
成

長
に
「
感
動
」
し
、

一
体
と
な
っ
た
活
動

に
「
自
信
」
を
持
て

る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇
茨
木
高
校

　
発
表
者
　
國
末
　
奈
緒
氏

◇
茨
木
高
校

　
発
表
者
　
高
江
洲
良
昌
氏

◇
茨
木
高
校

　
助
言
者
　
森
　
登
紀
子
氏

◇
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

　
発
表
者
　
北
澤
　
珠
子
氏

◇
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

　
助
言
者
　
福
本
　
美
紀
氏

◇
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

　
発
表
者
　
木
村
　
友
大
氏

◇
東
百
舌
鳥
高
校

　
発
表
者
　
宮
地
結
美
子
氏

◇
東
百
舌
鳥
高
校

　
発
表
者
　
宮
本
　
晋
一
氏

　
地
域
教
育
振
興
課

　
首
席
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
吉
村
　
由
佳
氏

地域教育振興課
首席社会教育主事

吉村　由佳

　

今
回
の
研
究
集

会
で
は
、
保
護
者

と
教
職
員
が
理
解

を
深
め
て
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
素
晴
ら
し
い

活
動
を
実
践
さ
れ
て

い
る
3
校
の
P
T
A

よ
り
事
例
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
発
表
さ

れ
た
茨
木
高
校

P
T
A
で
は
、
社

会
見
学
等
の
保
護

者
同
士
の
交
流
機

会
の
創
出
、
広
報

誌
の
作
成
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

や
個
性
を
生
か
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら

活
動
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
発
表
さ
れ

た
大
阪
府
教
育
セ

ン
タ
ー
附
属
高
校

P
T
A
で
は
、
令
和

5
年
度
に
組
織
再

編
に
よ
り
役
員
数

を
減
ら
し
、「
で
き

る
人
が
で
き
る
と
き

に 

で
き
る
こ
と
を
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
、

工
夫
し
な
が
ら
活

動
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
発
表
さ

れ
た
東
百
舌
鳥
高

校
P
T
A
で
は
、

大
学
見
学
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
生
徒

た
ち
や
学
校
、
教

職
員
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
の
理
解

を
深
め
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

P
T
A
の
み
な

さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
の
要

と
し
て
、
学
校
に

対
す
る
最
大
の
理

解
者
・
協
力
者
と

し
て
、
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令和 7年 2月 7日（金）　　ホテルアウィーナ大阪

↓

大
阪
府
立
東ひ

が

し

も

ず

百
舌
鳥
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介



（第89号）	 ら し ん ば ん 	 令和 7 年 5 月 1日  （4）

「子どもは社会を映す鏡」。さぁ、私たち大人ができることから「変身！」

今　後　の　予　定今　後　の　予　定今　後　の　予　定

副
会
長
　
幸
　
俊
威

　

令
和
6
年
12
月
6
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
、
落
語

家
の
桂　

枝
女
太
氏
に
よ
る
「
笑
っ
て
考
え
よ

う
～
言
葉
の
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た

だ
き
、
笑
い
が
持
つ
力
が
深
く
語
ら
れ
、
日
常

の
些
細
な
こ
と
に
も
笑
い
が
、
生
き
る
希
望
や

喜
び
を
も
た
ら
す
と
い
う
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
軽
妙
な
語
り
口
や
ユ
ー

モ
ア
に
は
心
を
打
た
れ
、
ま
た
、
生
活
に
笑
い

を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
、「
子
ど
も
と
共
に
育
つ
～
ペ
ッ
プ
ト
ー

ク
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及

協
会
の
乾
倫
子
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
な
が
ら
自
分
自

身
も
共
に
成
長
す
る
視
点
が
語
ら
れ
。
短
く
分

か
り
や
す
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
か
け
で
、
子

ど
も
た
ち
の
や
る
気
や
自
信
を
引
き
出
す
方
法

を
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」

を
通
じ
て
具
体
的
に

学
べ
ま
し
た
。
乾
さ

ん
自
身
の
体
験
談
を

交
え
た
温
か
み
の
あ

る
お
話
は
、
日
常
生

活
や
教
育
現
場
で
役

立
つ
ヒ
ン
ト
が
満
載

で
、
子
ど
も
と
共
に

よ
り
良
い
関
係
を
築

く
気
づ
き
を
得
ら
れ

る
内
容
で
し
た
。

　

令
和
7
年
8
月
21
日
（
木
）
～
22
日
（
金
）

　

第
74
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
三

重
大
会
が
令
和
7
年
8
月
三
重
県
（
津
市
）
に
お

い
て
、
全
国
か
ら
約
7
，
0
0
0
人
の
会
員
を
迎

え
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
出
会
い
始
ま
る
常
若
の
く
に
」
～
「
集
い
、

想
い
、
継
な
ぐ
」
三
つ
の
重
な
る
明
日
へ
の
力
～

を
大
会
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
硝
ハ
イ
ウ
エ
ー
ア

リ
ー
ナ
を
メ
イ
ン
会
場
に
4
分
科
会
会
場
に
お
い

て
研
究
討
論
さ
れ
ま
す
。

　

当
協
議
会
が
募
集
し
ま
し
た
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
39
校
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
（
昨
年
44

校
）
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

協
議
会
役
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、
そ
の
中

か
ら
5
校
が
優
秀
で
あ
る
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
ま
し
た
5
校
に
は
令
和
7
年
度
総
会

に
お
い
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

大
阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

　
　
　

旭　
　

高
校　
　

四　

條　

畷　

高
校

　
　

高　

津　

高
校　
　

東
住
吉
総
合　

高
校

　
　

登
美
丘　

高
校

　

ま
た
、
近
畿
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
最
高
評
価
を
得
た
高
津

高
校
を
大
阪
府
代
表
と
し
て
応
募
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
高
P
連
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

近
畿
地
区
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

奨
励
賞　
　

高　

津　

高
校

　

来
年
度
も
各
校
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
号
の
「
ら
し
ん
ば
ん
」
で
は
、
花
園
高
校
の

学
校
案
内
、
研
究
集
会
で
の
事
例
発
表
の
記
事
、

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
な
ど
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　

花
園
高
校
の
紹
介
で
は
、
教
育
方
針
や
学
校
の

魅
力
を
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
環
境
で
学
び
、
成
長
し
て
い
く
の
か
を
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
や
保
護
者

と
の
関
わ
り
も
含
め
、
学
校
が
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
を
感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
研
究
集
会
で
は
、
P
T
A
活
動
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
P
T
A
の
役
割
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
形
で
活
動
を
続

け
る
た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
日
々
の
活
動
の
中
で

生
ま
れ
る
工
夫
や
意
見
が
、
今
後
の
P
T
A
を
支

え
る
力
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
P
T
A
活
動
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
号

も
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。副

会
長　

北
澤　

珠
子

第
74
回
全
高
Ｐ
連
三
重
大
会

ポイント1 団体割引20％適用！
ポイント2 お子様のケガを24時間補償
ポイント3 育英費用補償・被害事故補償をセット
ポイント4 自転車事故を手厚くしたプランをご用意しています
ポイント5 個人賠償責任補償は国内無制限
ポイント6 個人賠償責任補償は安心の示談交渉サービス付き（国内のみ）

フンパは容内いし詳。すまりな異が償補てっよにンラプ。すで要概は内案ごのこ （
レットをご覧いただくか、取扱代理店までお問い合わせください。）
取扱代理店    　 AIGパートナーズ株式会社 大阪営業部営業第一課 

電話 ： 06-7223-4870 （受付時間：9:00～17:00）
引受保険会社　 AIG損害保険株式会社

大阪府立高等学校 PTA協議会の団体補償制度
「高校生総合補償制度」

中途加入を
随時受け付けて
おります。

この広告は2025年5月現在の内容です。 S-250506（2026－04）

年 月 日 行　　事　　名

R 7

6 18 令和 7年度　定期総会	 ホテルアウィーナ大阪

7 13 第50回　近高 P連大会兵庫大会
アクリエひめじ（姫路市神屋町）

8 21 ·22 第74回　全高 P連大会三重大会日硝ハイウエーアリーナ（三重県津市）

11 1 広報紙「らしんばん90号」発行予定

12 5 人権啓発研修会	 ホテルアウィーナ大阪

R 8
2 6 研究集会（事例発表 3校　→　4・5・7ブロック）

ホテルアウィーナ大阪

5 1 広報紙「らしんばん91号」発行予定

※�各単位 PTA におかれましては、近畿大会・全国大会のご参加に�
伴う予算化についてご検討をお願いいたします

入院見舞金月別支払内訳
支給月 件数 支給金額（円）
4 月 4 170,000
5 月 32 930,000
6 月 16 470,000
7 月 5 190,000
8 月 18 570,000
9 月 26 730,000
10 月 26 730,000
11 月 12 390,000
12 月 28 950,000
1 月 29 850,000
2 月 40 1,160,000
3 月 38 1,080,000
総計 274 8,220,000

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

編

集

後

記

8
月
21
日
（
木
）

　

・
受
付
11
時
30
分
～

　

・
受
付
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
開
会
行
事
・
表
彰
式

　

・
分
科
会　

8
月
22
日
（
金
）
8
時
30
分
～

　

・
受
付
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
記
念
講
演

　

・
閉
会
行
事
（
12
時
10
分
終
了
予
定
）

※
今
回
も
府
高
P
ツ
ア
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

�

各
校
か
ら
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
7
年
7
月
13
日
（
日
）
第
50
回
近
畿
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
、
ア
ク
リ
エ
ひ

め
じ
（
姫
路
市
神
屋
町
）
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

近
畿
各
府
県
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
員
約
一
、

五
〇
〇
人
の
参
加
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加　

1
2
0

校
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
、『
こ
れ
か
ら
の
時
代
～
思
い
や

り
、
支
え
あ
い
、
互
い
に
感
謝
～
』
を
大
会
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
「
ヤ
ル

気
と
集
中
力
を
高
め
る
知
恵
と
コ
ツ
」
と
題
し
て

川
谷 

潤
太 

様
の
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

P
T
A
研
修
会

P
T
A
研
修
会

P
T
A
研
修
会

P
T
A
研
修
会

第
50
回
近
高
Ｐ
連
兵
庫
大
会


